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感染症が増えています 

～ 基本的な感染対策をお願いします ～ 
 

 

 新型コロナウイルスの定点当たり報告数が増加しています。 

また、小児を中心に手足口病や RSウイルス感染症が増加しており、通常は冬季に流行す

るインフルエンザの発生もみられています。 

夏休み期間に入り、外出する機会も増え、人流が増加するなど、今後も感染者が増加して

いくことが予測されます。 

基本的な感染対策を行い、楽しい夏をお過ごしください。 

 
 

 

◆基本的な感染対策のポイント 

 

 ●こまめな手洗い・手指消毒 

 

 ●窓やドアを開けて適宜換気 

エアコンを使用していても、対角線上にある窓やドアなど２か所を開ける、扇風機や 

換気扇を併用するなど、適宜換気をしながら涼みましょう。 

 

 ●咳エチケット 

   せきやくしゃみ等をする場合は、マスクを着用するか、口と鼻をティッシュや腕で覆

いましょう 

 

●普段と体調が異なるときは、出勤や外出を控えるなど、他の人への感染拡大防止に 

努めましょう。 

 

  
   

  

担当：感染症・疾病対策課 感染症対策係 

   課長 千葉、係長 儀藤 

   電話024-572-3152（直通） 
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今後、感染者が増加する
可能性が高い
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●症状

感染してから３～５日後に、

口の中、手足等に水疱性発疹
が現れます。

👉流水と石けんでしっかり手を

洗い、タオルは共用しない。

👉おむつ交換時など、排泄物は

適切に処理し、手洗いを十分
に行いましょう。

●予防方法

※症状が消えた後も２～４週間は
便中にウイルスが排泄される
ため、注意が必要です。

小児を中心に増加
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小児を中心に増加

発熱、鼻汁などのかぜのような症
状が数日続きます。
多くは、軽症で回復しますが、重
症化した場合は、気管支炎や肺炎
などを起こします。

👉流水と石けんでしっかり手を

洗いましょう。

●症状

２歳までにほとんどの

お子さんが

１度は感染します

👉使用するおもちゃや手すりなど

は、こまめにアルコール消毒を
しましょう。

●予防方法
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夏休み期間で、多くの人の移動や接触の機会が増えることが見込まれるため、帰省や旅行などで移動する際には、
移動先の流行状況も確認しながら、体調管理に留意しましょう。
高齢の方と会う場合や大人数で集まる場合は、基本的な感染対策の継続を心がけ体調を整えるようにしましょう。

手洗い・手指消毒

流水と石鹸でこまめに手洗いしましょう

窓やドアを開けて適宜換気

エアコンを使用していても、対角線上にある窓やドア
など２か所を開ける、扇風機や換気扇を併用する
など、適宜換気をしながら涼みましょう

普段と体調が異なる場合

出勤やお出かけを控えるなど、体調管理に留意しましょう

せきやくしゃみ等をする場合は、マスクを着用するか、
口と鼻をティッシュや腕で覆いましょう

咳エチケット

基本的な感染対策のお願い

熱中症対策 感染対策×

インフルエンザも
発生中！
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